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               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、自社開発製品である PDE4阻害剤 E6005について、その薬理作用及び掻痒調節機構を解明した
研究である。本研究を通して、PDE4阻害剤 E6005に抗炎症作用のみならず痒み抑制作用を併せ持つことが分
かった。また、PDE4阻害作用に基づく嘔吐など中枢神経系の副作用についても、局所投与型の製剤とするこ
とや、化合物を血液中で分解され易い構造にすることで全身的な暴露を低く抑え、副作用発現リスクをコント
ロールし得ることを明らかにした。E6005が、他の皮膚炎治療剤にはない即効的な痒み抑制効果を有すること、
また、第一世代 PDE4阻害剤よりも 20倍も低い嘔吐誘発性を有することを見出したことは高く評価される。
以上の成果により、E6005の臨床有用性を明らかとすることで、痒みに対する効果を併せ持った新規アトピー
性皮膚炎薬としての提供ならびにアトピー性皮膚炎患者以外の掻痒患者への適用も可能になることが期待さ
れる。したがって、本研究成果は皮膚炎治療薬の開発研究の発展に大いに寄与するものと思われる。 
 
 
平成27年 1月 23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
